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自己確認手段としてのストリートダンスの可能性
若水 潤＊
A　possibility　of　the　streetdance　as　a　way　to　confirm　our　body
　　　ln　this　essay，夏would　like　to　give　considerations　to　why　many　of　the　young　perform　the　street　dance，by　using
the　contemporary　social　circumstances　concerning　the　body　as　a　hint．　By　doing　so，　I　think　I’11　be　able　to　find
another　different　possibilities　of　the　dance．
　　Street　dance　is　certainly　a　dance　as　a　quality　of　movement，　but　it　iS　not　trying　to　express　something　by　dancing．
1t　might　be　possible　to　think　that　the　street　dance　is”showing”the　body．
　　When　a　child　enter　elementary　schoo1，　they　often　read　aloud　in　class．　They　read　letters　with　which　they　thinks
the　correct　pronunciations，　and　from　the　reaction　around　them，　they　confirm　that　the　reading　was　correct．　In　the
same　way，　street　dancers　also　confirm　thier　bodies　are　in　good　shape　by　showing　their　bodies．　And　the　street
dancers　don’tjust　stand　there　and　remain　silenしThey　are　protected　by　a　style　of　dance．　ln　that　point　of　vlew，　it
could　be　said　that　the　secure　bodies　the　street　dancers　are　showing　are　protecled　by　a　style　of　dance　which　are
placed　apart　from　the　bodies　they　were　originally　given．
　　Also　spacially，　dancers　create　an　extraordinary　space　by　dancing，　and　the　others　breaking　into　that　space　would
be　prohibited・If　the　audience　join　the　dancers　or　show　a　reaction　of　dance，　they　might　be　impeached　by　the
dancers　as”they　had　ruined　the　dance”．　From　what　l　have　mentioned　above，　the　communication　which　is　under　no
attack　from　the　others，　and　which　seperates　the　others　spacially　will　be　possible　in　the　street　dance．　Even　if　it　is
unilatera1，　the　dancer’spurpose　of”showing　the　body”is　accomplished．
　　When　we　try　to　start　the　communication，　it　brings　with　it　a　strain　that　we　deed　to　communicate　might　be　denied
by　the　opponent．　And　everyone　thinks　that　they　want　to　av6id　been　denied　to　even　sIart　a　communication　as　much
as　possible．　And　the　street　danncers　have　a　good　excuse　for　a　denial　of　communication．　This　is　a　pose　of　9’noI
performing　the　dance，　but　enjoying　the　dance”．　But，”not　perfbrming”is　lhe　pose　hhink．　So】ong　as　the　street
dancers　g・t・P・bli・place・and　dance，　th・y・・e　tacitly　assumi・9　th・　aud’奄?獅モ?D　H・weve・，　t・P・ep・・e　f・・th・w。rst。f
no　one　stopping　to　see　them　dance，　the　dancers　s〔rike　a　pose　as　ifthey　are”not　performing”for　a　secure　excuse．　By
striking　a　pose　like　this，　dancers　are　free　from吐he　possibi且ities　ot’　the　denial　of　communication．
　　From　that　point　of　view，　the　street　dance　has　become　a　place　where　we　can　securely　ascertain　the　body　we　made
up．　That　is　may．be　why　the　street　dance　capture　1hc　young　people’s　heart．
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はじめに
　1992年東京にジュリアナ東京が開店して、第二
次ディスコブームが起きた。「お立ち台」、ボディ
コンが流行語となったのもこのころである。その
後、「ラップ」「パラパラ」といった形で多くの若
者がダンスに親しんでいる。10年たった現在では、
大学祭や街角、公園、歩行者天国でペットボトル
片手に何人かで踊る若者を見るのも珍しくない。
　1992年1000人の参加で始まった北海道のYOS
AKOIソーラン祭りは今では38000人が参加す
る大イベントとなっている。ωその一方で、ダン
ス公演の入場者数は10年間余り変化がなく、レッ
スン人口も同様である。②若者たちはわざわざ特
別な場所で稽古事としてダンスを学んだり、金銭
を支払って他人の踊りを見ようとはあまり思わず、
自分たち自身がいわば自分勝手に踊りたいようで
ある。だがここで疑問がわく。
　彼ら、彼女らは何を目的として踊っているのだ
ろうか、彼らの行っている身体運動は確かにダン
スのジャンルにはいるものではあろう。だが、彼
らに決定的に抜けているものがある。それは「表
現」という要素である。試みに学習院大学で教養
科目の体育でダンスを履修した1年生に「ダンス
の授業で何ができるようになりたいか」と問うた
ところ、圧倒的多数が、「音楽に合わせてかっこよ
く動きたい」と答えた。そこに自分の内面の表現
といったいわゆる芸術としてのダンスに必要とさ
れる要素は出てこない。この傾向をダンスの大衆
化と簡単に考えてはいけないのではないだろうか。
芸術としてのダンスではないが、彼らの行う身体
運動を伴う一連の行為（本論ではこれをストリー
トダンスと呼ぶ）はやはり見た目にはダンス以外
の何者でもない、，表現を伴わないダンスは芸術に
は入らないかも知れないが、立派な新しい若者文
化なのではないだろうか。これは芸術としてのダ
ンスが堕落した物ではなく、まったく別の若者の
文化の一種と考えてもよいのではないだろうか。
そこで本論では、彼ら多くの若者がなぜストリー
トダンスを行うのか、現代の身体をめぐる社会状
況をヒントにして考えていきたい。それにより、
ダンスのまた別の可能性が見えてくると考える。
1．現代と身体
　70年代後半のジョギングブーム以来、身体をめ
ぐって様々な流行現象が起きている。この20年の
問に、　「健康であること」が非常に重要視されは
じめ、単に今現在健康であることから将来にわた
って健康であり続けること、そして健康を作り上
げることへと方向が変化してきた。70年代はじめ、
1日のほとんどを仕事場で座り続ける一般の人々
が気楽に少しの時間でも楽しめる手軽なリクリエ
ーションとして始まったジョギングがいつのまに
か体力維持、体力作りへと変化し、ジョギング中
毒という言葉まで登場した。
　80年代にはたばこの害が問題化し、嫌煙権運動
が起き、それが一段落した90年代には、成人病が
生活習慣病と呼び改められ、動脈硬化、高血圧な
どの原因として肥満があげられた。そして、肥満
解消のための様々な食生活改善、運動のすすめが
行われ、それもいつのまにか将来の肥満防止（現
在はたとえやせぎみであってもである）のための
生活習慣の改善という方向へと変わってきた。90
年代には「かくれ肥満」「肥満予備軍」という言葉
も登場している。
　これらのいわば健康ブームと時を同じくして文
化にも身体をめぐる変化がおきている。スポーツ
が若者のファッションになり、「ナイキブーム」「丘
サーファー」などと呼ばれ、80年代には若い女性
たちにボディコンファッションが流行してやせて
ひきしまった肉体が望まれた。その結果として過
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度なダイエットが問題になり、拒食症などの社会
問題となった。そして90年代最後となる現在は
様々なエステ、脂肪吸引などによる身体改造が静
かな流行となっているようである。芸術の分野で
も、モダンダンスの世界で表現主義のダンスから
70年代にマース・カニングハムによる身体回帰と
でも呼べるような身体そのものに注目したポスト
モダンダンスが始まり、その後ウィリアム・フォ
ーサイス、イリ・キリアンらによる身体そのもの
をオブジェとして扱うダンスが全世界で評判にな
った。
　これらの流行では共通して、流行の最初の段階
では、それまで従属的に扱われていた身体も重要
なものとして扱われねばならないという意識があ
った。70年代の健康・体力作りの流行の根底には
「長時間の労働にも耐えられる丈夫な身体をつく
らねばならない」という考えがあったし（3｝、死亡
原因に多い高血圧、脳卒中、糖尿病の予防には生
活習慣の改善も必要であるという意識があった。
すなわち、よりい生活を送るためには身体が健康
であるつまり『よい身体の状態が必要であるという
意識である。そして、よい身体の状態には生活習
慣も重要であるという考え方が行われ、健康管理
が行われるようになった。だがそれが、時を経る
うちに論理の飛躍をおこしたように思われる。
「よい身体の状態には生活が重要である」という
意識からいつのまにか、　「正しい生活をおくれば
よい身体状態を作れるはず」というように変化し
ているのではないだろうか。この考え方では生活
をしている主体である自分は、生活を変えること
によって自分の身体を変えることが可能であると
いう身体の所有物化の意識があるように思われる。
　だが、残念だが身体は自分の所有物ではない。
身体について鷲田は「じぶんが生きているこの身
体ということになると、これはきわめてとらえに
くいもの、曖昧なものであって、その存在自体が
一種の緩衝地帯として規定できるように思える。
…かぎりなく＜わたし〉であるように見えながら、
どうもくわたし〉とはぜんぜん違うような物、あ
るいは、かぎりなくくわたし〉の内側にあるよう
に見えながら、かぎりなく、〈わたし〉の外にあ
るもの、要するに、両極端のあいだで引き裂かれ
ていて、どちらにも限定できない場所のことだ。」
として身体をとらえ、「それゆえにわたしたちは、
時に身体のいうなりになり、またなにかに集中す
るときなどは身体を精巧な機械のように駆使する
ことができる」としている。ωたしかに、人間は
身体をほぼ自由に使用して、いろいろなことをす
ることができる。だが、時には身体に使われてし
まう場面もある。100mを10秒で走り抜けるよう
なことが可能なほど身体を鍛えることが出来るの
だが、その同じ人間が風邪などをひいて1m先の
ベッドまで歩けないこともある。従って身体を所
有物として管理しようとするならば、限りなく自
分の身体に敏感になり、身体に使われる場面を極
力へらさなければならなくなる。そしてそのため
には身体を管理する際の障害となるものを排除す
る方向へと向かわざるをえなくなる。　「自分の身
体」とそれに対する「障害となりかねない他者」
に対して非常に繊細かつ敏感にならざるを得ない
のである。そしてその他者とは環境であったり物
質である他に他の人間である可能性もある。90年
代後半になってにわかに人々が「におい」に敏感
になり始め、また「抗菌グッズ」が流行し始めた
のはその理由のように思えてならない。繊細さが
極端になってくると、物も人も含めて他者はすべ
て自分による身体管理の障害となり、他人のさわ
った物はさわれない、人が大勢集まるところには
いられないといった状態になってしまう。肺ガン
にならないためには、たばこを吸ってはならない
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し、腎臓病にならないためには塩を摂取してはな
らない。藤原はこの意味で現代の医学を「懲罰医
学」であるとしている。⑤
2．現代人とコミュニケーション
　たしかに、自分がよりよい生活を送るために身
体を管理をするならば、管理の障害となりかねな
い他者を排除するのがもっとも簡単な方法である。
現代の文化はいっのまにか、それを指向している
ように思える。安全な自己、害を及ぼす可能性が
ある他者という図式が無意識のうちにできあがっ
てしまったならば、他者と接触することはそれだ
けで危険になってしまう。現代の文化はコミュニ
ケーションが不足しているといわれるが、コミュ
ニケーションをすること自体が危険をはらむもの
である以上それを減少させたいと思うのも人とし
ての本能であろう。若林は、携帯電話などのメデ
ィァを媒介としたコミュニケーションについて、
「互いに顔をつきあわせ、姿をさらすことが、し
ばしばコミュニケーションによるような構えや緊
張を生み出してしまうことを考えれば、身体的に
は決して出会うことなしにともにある関係を可能
にする電気的なメディアは、ある意味で理想のコ
ミュニケーションである。」と分析している。〔6｝
　では、このような状況下で人はどのようにして
自分の身体と他者を区分しているのだろう。どこ
までが自分自身の安全な身体でありどこからが他
者であると自分自身が知るのだろうか。90年代に
なって流行し始めた身体にフィットしたファッシ
ョンについて鷲田は、これも自分の身体に衣服を
ぴったりとはりつけることで私と私でない物の境
界をクリアに保っていたいという願望の現れであ
り、身体についての繊細な感覚の結果だとしてい
る（’｝。洋服が張り付いている感覚を通して自分の
身体を確認しようとしているというのである。
　このように、他者を可能な限り排除し、自己と
他者の境界をはっきりしたものにしようとすれば
するほど矛盾が生じる。人が自分で自分の身体に
ついて直接に知覚できるのは身体の中のほんの一
部分である。手を自分の目でみることはできるが、
手の骨は自分自身だけでは知覚できない。人は自
分自身の身体の状態を知るためにいろいろな断片
的な情報を組み立てて一つの「身体」というイメ
ージを作っているのである。（8）そして個々の情報
の大部分は他者の手を借りて知っているし、全体
としてのイメージを確認するときも他者が必要で
ある。何かの食べ物を食べた結果気分が悪くなっ
た場合を考えてみよう。　「気分が悪い」という自
覚症状がある時、それが気のせいであるか、ない
かについて人は医者の判断を仰ぐであろう。たと
え自覚症状のみで確かに気分がわるいことが確認
できてもそれが食べ物についていた細菌が原因な
のか、自分の手についていた物質が原因なのか、
自分の内臓の病気が原因なのか、という点につい
ては自分一人では決して知ることができない。ど
うしても検査機器や医者などという他者の介在が
必要なのだ。自分自身の身体についてのイメージ
を自分が作り上げるためには他者による情報提供
が必須なのである。このような理由により、現代
の人々は他者を排除していこうとした結果、自分
自身の身体についてのイメージを作りづらくなっ
ている。現代の人々は、自分自身の身体を安全に
管理するために他人も含めた他者をできる限り排
除した結果、他者から自分を隔離してしまったこ
とになり今度は自分自身の安全を確認できなくな
り、常に疑心暗鬼にならざるを得なくなっている
のである。この矛盾を解消するには再びコミュニ
ケーションの機会を増加させ、自分の身体につい
ての情報を集めるしか方法はない。だが、それに
は前述したような他者から害を受ける危険性があ
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り、またもうひとつ対人コミュニケーションの場
合は自分が望んでいない情報を相手に渡してしま
う危険性もある。このような危険性を承知の上で
人々は自分に対する害の危険性と自己確認の難し
さの矛盾の問で微妙なバランスを取りながら生き
ていくしかない。
　このような状況の中で、若者たちは自ら安全な
もうひとつの自己確認の手段を発見したようであ
る。
3．身体を確認する手段としてのストリートダンス
　他者からの害を受ける危険をできるだけ少なく
したコミュニケーションにはどのような条件が考
えられるであろうか。まず第一に安全な自分のみ
を表に出し、害をうける可能性のある部分は隠し
ておくことである。つまり、生の自分をさらけだ
さなくてすむ状態を作ることといえよう、そして
第二に直接的な身体接触を少なくすることがあげ
られよう。一定の距離（時間、空間的に）を保ち、
コミュニケーションの相手がこちらを攻撃してこ
ないこと、すなわち一定のルールを守ったコミュ
ニケーションであるということだ。そして最後に、
できるならコミュニケーションをしようとしてい
ること自体を否定されないような状況を作ること
があげられる。この3条件をすべて満たすような
都合のよいコミュニケーションは一般の世の中で
は難しい。だが、若者たちの文化はこれらすべて
を満たしているといえないだろうか。世の一般人
にはなかなか認められないサブカルチャーとして
の若者文化、10代の若者たちにだけ通じる特殊な
服装、ファッション、他人と直接出会うことなし
にすすむ携帯電話やインターネットによる会話、
そして大道芸やストリートのダンス、これらはあ
る意味非常に安全で若者たちにとっては自分を確
認できるコミュニケーションとなっているのでは
ないだろうか。　「人目をひくサブカルチャーとは、
禁じられた事柄を、禁じられた形式で表現する。
それらは冒涜の表現であり、多くの場合『不自然』
であると定義される。」（9）大人には難しい自己確認
のためのコミュニケーションをまったく異なった
形式で非常に安全に行いうるこの若者独特の文化
は、一般の世の中では認められていないサブカル
チャーかもしれないが、やはりひとつの文化とし
ての可能性をもっているように思われる。このよ
うなサブカルチャーの一形式としてストリートダ
ンスについて、なぜこれが若者にとってある意味
理想的な自己確認手段となっているかを具体的に
考えていきたい。
　ここに、初期ヒップホップダンサーについての
記事がある。いろいろ参考になるので、引用する。
「おれたちはヒップホップの人間だ、一般人とは
違うのだ、ヒップホップ人以外の人間にはおれた
ちのことなんかわかるけがない、ほうっておいて
くれ、おれたちは勝手にやるから、社会性がない
だって、大きなお世話だ、オレたちは決して多数
派に同化しない、ヒップホップ人は軟弱なやつら
とはちょっと違った骨のある連中ばかりなんだ、
みんなおれたちのパワーをしらねえな、ストリー
トみてびびるんじゃねえぞ。」CUこれらの言葉から
は、踊り手としての自分たちの主張したいことと
見ている人が見たいものの間にすれちがいがある
ように思える。見ている人はダンスである以上、
身体で何かを表現しているのだと考え、そこに表
現されているものを探し求めているのだが、踊り
手が主張したいものは異なっているようである。
それゆえに「おれたちのことなんかわかるわけが
ない」という言葉が出るのだろう。若松は、ダン
スを単なる動きと区別する条件として、1、実際
的な労働や行為ではない。2、様式性がある。3、
情動反応を規定に持つ。4、何らかの観客を想定
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し、伝達・表現を伴うもの。5、ミステリアスな
性格を持つ。としている。a’観客にとってはこの
4番目の条件とされる伝達・表現の欠如によって、
ストリートダンスはダンスから除外されているの
であろう。この意味で、ストリートダンスは芸術
の一分野としてのダンスからは除外される。また、
動くことによって何かの効果を生むわけでもない
ので、労働でもない。また、身体的な効果もない
以上、体操からも除外されてしまう。動きの質と
しては確かにダンスだが、芸術ではないあくまで
もダンスのサブカルチャーとなるのである。だが、
確かにストリートダンスは身体で何かを表現しよ
うとしてはいないのだが、身体を「見せている」
のだと考えることができるのではないだろうか。
　子供は、小学校に入りひらがなを覚える時に音
読をする。自分が読んで正しいと思う発音を音に
出し、その時の先生や親の反応から、その発音が
正しいと確認していく。それと同じように自分が
踊っている身体を他者に見せ、その時の他者の反
応から自分の踊っている身体が自分にとって正し
いものであることを確認していると考えることが
できるのではないだろうか。従って、見ている人
がそのダンスから踊っている人の心をもし読みと
ろうとするならば、踊り手が発するメッセージ（踊
っている身体をみてほしいというメッセージ）と
はすれちがってしまうことになってしまう。では
そこで見せようとしている身体とはどのような身
体なのだろうか。
3－1安全な身体
　ストリートダンスをする人はそこにだまって立
っているわけではない。踊りという様式に守られ
ている。いわば、仮面をかぶった身体なのである。
　足を交互に出す動作があったとしても、これは
「ステップをふむ」という様式であり「歩く」と
いう人が本来行う動作とは異なったものとされる。
したがって、もしその交互に歩く姿が醜悪なもの
であったとしても、それはステップを踏むことが
へたなので、歩くという人間本来の動作ができな
いわけではない。衣装も同じである。その場面で
着用しているファッションはあくまでもそのダン
スの衣装であって踊り手である人の本当のファッ
ションとは異なることができる。だぼだぼのズボ
ンをはき、ピアスをつけ、大きなTシャツをきて
踊ってはいても、踊り終わった次の日にはビジネ
ススーツに戻ることも可能なのだ。その意味で、
ストリートダンサーたちが表現しようとしている
身体は、自分が本来持たされてしまっている身体
とは別のところにある様式に守られた安全な身体
ということができよう。
　「身体は自分のものであって自分のものではな
い。誰も自分の身体を選べはしないのである。気
づいたときにはすでに、その身体のもとにあった
のである。にもかかわらず、人は、まるでそれが
自分の最大の過失ででもあるかのように、自分の
身体をはずかしいと思う。
　自分自身とはもちろん身体のことだ。だが、同
時に身体のことではない。むしろ、自分は自分の
身体を引き受けているのである。それそのもので
あると同時にそれへの関係であるというこの奇妙
な事態だ、人間に身体加工を強いたのだといって
いい。人間は自分の身体に自分の名前を書き入れ
なければならなかったのである。」an「人は、生ま
れながらに身体を持たせられているのだが、決し
てそれを最初から良い身体とは思って満足してい
るわけではない。だからこそよりよい身体を欲し
て健康管理という名の下にいろいろなトレーニン
グをしたり、食生活に気をつけたりするのだが、
それを繰り返していくうちに前述したような矛盾
に出会う。自分の本来の身体をよりよく加工して
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いくことは非常に難しい。繊細でならねばならな
いし、数々の障害、ひいては他者をも排除しなけ
ればならないこともありえる。だが、それはその
身体が本来自分が持っている生の身体であるから
おこる難しさである。若者の一部はストリートダ
ンスという文化に参加することによって、この矛
盾から抜け出したといえよう。ストリートダンサ
ーたちが踊りの間に見せる身体は決して生まれ持
ったままの身体ではない。自分の選んだステップ
に守られ、自分の選んだ衣装に身を包むことによ
って自分なりに名前を付け終わった安全な身体な
のである。その結果、本物の自分の生の身体を表
面に出していないことによって、コミュニケーシ
ョンを行う際の緊張感を生む他者から身体が害を
うける可能性が、減少するのである。
3－2踊り手と観客の見えない境界
　また、人間には何にでもなれる、どのようにで
も変化していけるという自信がある。だからこそ、
身体もよりよい状態となれるために変化させられ
るという考えが生まれた。だが、「変わることが
できる」ということは「変わらされてしまう」と
いう不安も同時に生む。それが他者によって害を
うけてしまうかもしれない不安である。　「身体加
工は、何にでもなってしまいかねない自分という
ものを、あるひとつの何かに固定する技術として
成立したのである。」as）なぜ、変わらされてしまう
のだろうか、それは、コミュニケーションの特性
によると考えられる。ハウエルらは、コミュニケ
ーションの特性について次の4点を上げている。
①相互作用的、相互依存的である。（聞き手の態
度、反応が話し手に影響を与える）②継続性・進
行性のものである。　（絶えず継続し、進行し変化
するダイナミックな特性をもっている）③構築す
ることも壊すことも可能（当事者の双方がそれに
参加する意志がなければ成立しない）④自由で対
等な関係（参加する双方が対等な関係）⑤繰り返
しも取り消しも不可能である。OO相互作用的であ
るゆえにメッセージを送信する者は送信すると同
時に何かを受信しているのである。その受信した
ものが自分に都合良いものであればよいのだが、
そうでない場合もある。つまり、日常のコミュニ
ケーションでは相手から予想外の反応が返ってく
る可能性があり、その場合はそれへの対処として
こちらも変化する必要があるのである。だが、ス
トリートダンスをおどっている場合には、このよ
うな相手からの予想外の反応は比較的少ない。観
客となった人々すなわち、足をとめて見ている
人々からは「拍手や声援」といった予想の範囲内
での反応はあっても、この観客が踊り手の輪の中
に入って踊ってしまう、踊り手にさわってしまう
などの反応は考えにくい。
　空間的にも足をとめて見る人と踊る人の問には、
見えない境界線のようなものがあり、公共の場所
ではあるのだが、ストリートダンスをする集団の
3mほどまわりで遠巻きにして見ていることにな
る。渋谷によれば、複数の人々が関係を持つ時、
その相互作用のゆえに別の共有空間が出現し、他
者はそこに入る時には視線を下げるなどの譲歩の
姿勢を示すそうである。an従って、踊りを踊って
いる集団は踊ることによって公共の場所でありな
がら自分たちだけの空間を作りあげることができ、
そこに他者が乱入することは許されなくなる。万
一、踊り手の中に入る、または踊るなどの反応が
あった場合には、これは「踊りを壊した」として
ダンサーによって弾劾されてしまうであろう。こ
のようなことから、ストリートダンサーは日常の
コミュニケーションではほとんど不可能に近いほ
とんど一方的な送信が可能となる。これにより、
ストリートダンスでは空間的に他者と隔てられ相
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手からの攻撃のないコミュニケーションが可能に
なる。そして、一方的であれ、「自分の身体を見
てもらう」というダンサーの目的は達成されてい
るのである。
3－3参加することを否定されない
　前述したように、コミュニケーションは、送り
手、受け手の双方に参加する意志がなければ成立
しない。従って、コミュニケーションを始めよう
とする際には、その行為が相手によって否定され
るかもしれない緊張感が伴う。会話を始めようと
して呼び止めてもこちらを向いてもらえない場合
や、電話をかけても受けてもらえないかもしれな
い、といった緊張感である。人々はその緊張を常
に覚悟しながらコミュニケーションを行っている
のだが、誰しもができるならばこの、開始するこ
とを拒否される場面だけはさけたいと考える。特
に、若い人たちにはそれが強いようである。和田
は、いつの時代にも「認められたい」という若い
世代につきものの意識があり、認められたいと思
う学生はただ参加するだけでみんなと一体になれ
るようなネットワークに群がる。と指摘する。cm
若者文化の代表ともいえる携帯電話も、家庭の電
話では家族に拒否される可能性もあることから特
定個人専用の電話へと進化していったし、さらに
それすらも都合によって受けてもらえないことを
さけるかのように、携帯メールへと進化している。
また、サントリー不易研究所の調査によると、若
者たちは、人は人、自分は自分という個人主義が
はっきりしており、その結果コミュニケーション
においても個人を守りつつ、いつでも外部との接
触が可能なものを好む。と分析されている。さら
に、仕事や遊びでも100％力をだしきらず、逃げ
場をつくっておくという傾向があり、ビッグにな
りたいとは言わず、メジャーになりたいと言うよ
うに、一歩下がった傷つかない選択が上手である
としている。tm若者たちは、拒否されることを怖
れ、ただおそれるだけでなく、万一拒否されても
逃げ込めるような安全な場所を確保するようにな
っているようである。
　劇場で上演するようなダンスよりもストリート
ダンスを好む傾向も同じように考えることができ
る。劇場では、観客に見てもらうにはまずチケッ
トを購入してもらわねばならないし、発表会のよ
うに購入の手間がいらない物でも、上演している
その場所に来てもらわねばならない。そこに観客
となる人々にすわってもらい、目を開けてもらっ
て初めて送り手としてのダンサーたちはコミュニ
ケーションを始めることができる。従って、コミ
ュニケーションに参加するかしないかは、かなり
の部分において受け手である観客に主導権を握ら
れてしまう。それに対してストリートダンスでは、
まず公共の場所に送り手であるダンサーたちが出
ていっている。そのため、劇場よりも幾分かは、
見せるチャンスが多くなる。だがそれでも、いく
ら踊ってもだれも振り向かない、足をとめてくれ
ない可能性がのこされている。誰からも拍手がも
らえない場合、誰にも足を止めてもらえない場合
は否定されることであり、この危険は、本当は残
されているはずである。
　しかし、その可能性に対してストリートダンス
を踊る者はまたしても安全な逃げ場を用意してい
る。それが、前述のヒップホップダンサーの言葉
にある「ヒップホップ以外の人間にはおれたちの
ことなんかわかるかけがない、放っておいてくれ、
おれたちは勝手にやるから。」という意識であ
る。ne）マリカはさらにいう。　「…彼らは人に見せ
るためとかではなく、純粋に自分たちのためにス
トリートをやった。上手に踊ってほめてもらおう
とか、うまいことどこかのプロダクションに拾わ
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れてタレントにしてもらおうだとか、という考え
はほとんどなかった。押と指摘する。見せるため
に踊っているのではない、自分たちのために、踊
るために踊っているのだ、というポーズ、これに
よって見られない場合にも「見せていないのだか
ら、見られなくてもよいのだ」という逃げ場がで
きているのである。
　「見せていない」ということは、あくまでもポ
ーズであろう。または、ストリートダンスのルー
ルと言い換えても良いかも知れない。ストリート
ダンサーたちは、公共の場所に出ていって踊って
いる以上、そこを他人が通りがかることは必ず想
定しているわけであるし、「ストリート見てびび
るな」という言葉にも暗黙のうちに、見ているで
あろう人々を想定している。もしも本当に自分た
ちのためだけに、踊るために踊るのであれば誰も
他人の入らない場所でさらに鏡すらもない場所で
踊らなければならないはずなのだが、そうはして
いない。従って、あくまでも人に見られることを
前提としながら、誰も足をとめてくれない、とい
う最悪の場合に備えて安全策として「見せていな
い」というポーズをとっている、と考えられるの
である。このポーズをとることによってダンサー
たちは、コミュニケーションに参加することを拒
否される可能性から自由になっていると考えられ
る。
　このように分析していくと、ストリートダンス
はコミュニケーションを行う際にさけたい危険に
対して自分を守る3条件を非常によく備えててい
ると考えられる。そのために、若者たちの心に非
常によく受け入れられるのだろう。自分の身体を
守るためには、出来る限り他者からの危険はさけ
たいのだが、他者に敏感になると自分の身体を確
認することが困難になる。だが本物ではない作り
上げた自分の気に入った身体だけを安全に見せる
ことができ、さらに拒否されても傷つかない、そ
れでも見られることによって見られている自分の
身体は確認することができるのである。
まとめにかえて
　身体を使って何かを表現していないという点で
バレエやモダンダンスなど劇場で行われることを
前提としたダンスを行う人々は、とかくストリー
トで行われるダンスを劇場で行われるダンスが大
衆化した形、あるいはそのようなダンスを未消化
の形で行っていると考えがちである。その場合、
芸術であるダンスにとって最も重要な要素である
「表現」が抜けているのであるから、このストリ
ートダンスはあくまでもダンスのサブカルチャー
ということになる。だが、以上のように考えてい
くと、ストリートダンスは決して芸術としてのダ
ンスが大衆化したものではなく、ダンスという様
式を借りて行われる新しい形でのコミュニケーシ
ョンの始まりということになる。
　現代人は自分自身を守る保守的な傾向にある。
さらに若者の場合、若者特有の怖れというものも
あるからか、よりいっそう自分を守ろうとする。
95年の調査であるが、20代の若者の心理は、非常
に保守的で堅実、安定志向、現状が良い状態であ
るから危険を冒してまでそれを変化させることを
いやがる傾向があるそうである。ts）そして自分を
守ろうとするあまり、自分の殻にとじこもってし
まったり、自分を他者から区別することが困難に
なって、自分探しをしなければならなくなってい
る。特に、その守ろうとするものが自分の身体で
ある場合は、身体そのものが自分自身で直接知覚
をするのが難しい存在であるゆえによりいっそう
その傾向は強い。そして、その原因がコミュニケ
ーションの不足にあるのは、しばしば指摘される
ことである。　「現代の私たちの心をもっとも占め
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てしまっているのは、まったく『見られること』
であり、それに対して『見る側』であることは失
敗者であることである。…現代に最も欠乏してい
るものがそこにあるからだ」㈲
　そのような状況の中で、前項で分析したように
ストリートダンスは、安全に自分が作り上げた身
体のみを確認できる場となっている。だからこそ
若者の心をとらえるのであろう。現時点では、ス
トリートダンサーは、自分の身体を見せてその時
の他者の反応を見ている段階、あるいは一方的に
ただ見てもらい、見てもらったという事実を確認
しているだけの段階かもしれない。従って、20世
紀末にひととき流行した一種のコミュニケーショ
ンである若者文化の一部に終わってしまうかもし
れない。しかし、人間は他人に愚依することがで
きる、他のものになることができる存在だそうで
ある。pmスポーツの試合を見ていて白熱してくる
と誰もが熱狂し、選手と同じ気持ちになってしま
ったり、民俗舞踊のように、踊りが白熱してくる
と見ているだけではいられなくなってともに踊り
たくなったりする時、見ている人は行っている人
と心を共有している。もしもそのような場面が現
れてくるならば、その時ストリートダンスはスポ
ーッやダンスと同じようにひとつの文化として定
着していく可能性がある。最近行われ始めた観客
とのジョイント形式のストリートダンス、大道芸
として通りすがりの人も参加させて踊るストリー
’トダンスやワークショップ形式のダンスなどはそ
の可能性を探っていると考えられよう。また仲間
を作って踊るという形をとっている時、ダンサー
たちは安全な仲間に守られることになる。この仲
間の中では自分は安全でいられるという相手がい
ることは自分を表現する上で第一歩となる。集団
で行う治療としてのダンスセラピーなどはこの要
素を利用してまた新しい文化を作っていくのかも
しれない。
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